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Summary

　Sal正ne −soluble 　seed 　proteins 　of 　seven 　Pru・nus 　species （P．　armeniaca 　L．　var ．　 ansu 　MAxlM ．。　P．，鄲 脚 S1EB．，

P ．persica　L ．，　P ．　tomentosa 　TIIUNB ．，　P．ゴaponica 　T 四 NB ．，　P．ゴamasakura 　SIF：B．，　 and 　P．　yedoensis　MATSUM ．）

havc 　been　investigated　by 　polyacrylamide　disc　 eiect エ
・
ophoresis ．　 The 　 resulting 　 protein 　 patterns　 were 　 com ．

pared　each 　other 　to　detect　possible 　dif［erences 　among 　the　 species ．　 Of　5− 10　prQteln 　bands 　feμnd 三n　the 　gel，

several 　 were 　present 　in　most 　species ，　 while 　other 　bands 　appeared 　 g．　peci　fically　in　 certa 且n　 species ．　 The 　degree

of 　 seed 　 mamri ヒy　 had ｝itt！e　in且uence 　 oll　the 　patterns，

　According 　to　the 　protein　patterns 　 observed 　in　the　present 　 study
，　the 　garden 　varieties 　 Qf　Japanese　apricets

could 　be　div圭ded　into　 several 　 group ＄．　On 　the　 other 　hand ，
“EIJOSHJ ．（営 城予 ）

”
，　an 　ur〕ident玉fied　variety 　 of

．apricot 　cultivated 　in　Japan，　gave 　 a　 unique 　pattern 　similar 　to　that 　of
「‘Sweet 　 Ap τ

鹽icot　 Kemels （甜杏仁）
”
，　 a

Chinese 　 variety 　of ノλ armeniaca 　 L．

　PTun ”S 属植物 は 古来その 種子を薬用 に す る もの が多く，特 に 杏仁，桃仁は 重要な漢薬 で ある．し か し，　 PrunUS

属 穂物は花木 と し て あ る い は 果樹 と して 改 良 が 加 え られ，ア ン ズ，モ モ も そ の 例外 で は な く古 くか ら 中国 で 利 用 さ

れ広 く世界 に 栽値され て ，そ の 聞複雑 に 園芸晶種化 され て きて い る、そ の うち杏仁 の 原 植物 と して は お よそ 次 の 4種

が 考 え ら れ て い る ，

（1 ）

（2 ）

（3 ＞

（4 ）

　しか し，本邦産杏仁の 原植物 は ア ン ズ た だ 1 種 で 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ れ

も近 年 多くの 園芸品種が 改良 され て植物学的 に 幅広 い もの と な り，再考の 必要性 が 生 じ て きた ．

　近年，各植物群 の た ん ぱ く質 を 比 較す る こ と に よ 1）種問 の 異同や 系統 ・類縁関係 を 鯔 ろ うと す る 試 み が な され る よ

うに な っ て きた ．筆者らは 1962 年 Ornstein＆ Davis3） に よ っ て 考案 さ れ た Disc 電気泳動法 を広 く種子類生薬 の

Prunus　armeniaca 　L 、ホ ン ア ン ズ （杏樹＞

p．artneniaca 　L．　 var ，　 ansu 　MAXIM ア ン ズ （山 杏）

P ．sibirica　 L．モ ウ コ ア ン ズ （西 伯利 亜 杏）

P．mandschurica 　 KOEHNE マ ン シ ュウ ア ン ズ （遼杏）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 筆者 の 1 人木島
2〕 は か つ て その 解蘭学的研究を試 み た が，

1） Locatl・n ： yOS九漁 一Sh伽 嘘 面 一面 ，　 S砌 ・
・一
舷 助 ・to・

2）　藤 田 直市，木島正 夫，薬 誌，58，984 （1938 ）．

3）　L．Orns しein 　and 　BJ ．　Davis，　Disc　 eiectrophoresis ，

　　ducts　lnd．，1962）．

〔78 ）
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鑑別 と種の 同定 に 応用する こ とを考え ， 杏仁 ・桃仁をは じめ Prunus 属植物数種 の 種子 を用 い て 実 験 を 行 な い ，

Disc 電気泳動法が 前記の 巨的 に 有力 な もの で あ る こ と を知 っ た．

実　　験　　の 　　部

　 実 験 材 料

　 ア ン ズ P ．a ア meniaca 　L ，　 var ．　 ansu 　 MAXIM ．： ［1 ］ 在来種」； 殆ん ど果樹 と して の 改良 が 加 k られ て い ず杏 仁 を

採取す る に 適 した も の 17 種類 （い ずれも ］968 年 7 月 13 日に 長 野県更埴市森 で 採集 また は 収 集）、［2 ］「園芸品

種 」 ；鏡 台 丸，新 潟 大 実，平 和号 ，早生大実，広島小杏，置賜，広 島大実，1「昧 大 杏，晩生 k実，餅杏，小杏，昭和，

宮坂，小 笠 原，清水号，ム ア
ーパ ー久 チ ル ト ン ，ブ レ ソ ハ イ ム ， 卩 一ヤ ル ，営 城 子 （い ず れ も京都府立 植物園栽

培，　1968）．

　甜杏仁 ： （中国 産，1968，大 阪 三 国 商 店）

　 ウメ P ・mume 　SIEB・： 白加賀 （京都府 立 植物園，1968）

　 モ モ P．Persica　L ，： ケ モ モ ？ （京都衣笠幼稚園栽培，1968）

　 ユ ス ラ ゥ メ P ．tomenlosa　THUNB ．： （滋賀県彦根市本多栽 培 ，1968 ）

　 ニ ワ ウ メ P．　juPonica　TIIUNB．： （京者匡府 、k植 物園栽培，1968）

　 ソ メ イ ヨ シ ノ P ．　yedoensis 　MATSUM 、： （京都府 蚓 直物園栽 培，1968 ）

　ヤ マ ザ ク ラ P ．」αmasakura 　SIEB．： （京者ll府立 植物園栽 培，1968）

　 実 験 方 法

　種子か ら胚 を と りだ しホ モ ジ ナ イ ズ し ア セ ト ン で 脱脂 して 粉末 に す る，粉末 に 10ml ！1g の 比 で 0，9％ の NaCl 水

を加え．2〜5°で 約 24 時間放置後 上 澄液を 取 り 泳 動 させ た ．上 澄 液 の た ん は く濃度 の 測定 は Biuret法 で 行 な い ・

全 た ん ぱ く量 200〜400 μ9 を Ornstein ＆ Davis2〕 の 方法 に した が い ，　 pH ＝8・3 の ト リス ー
グ リシ ン 緩衝液を 用 い ，

常温下 ゲ ル 1 個 あ た り 2mA の 定電硫で 1．5〜2 時 間 泳 動 させ た ． そ の 時 の 電 圧 は お よ そ 100〜120V で あ っ た
＊

染色は ア ミ ドブ ラ ッ ク 10B で 行な っ た．

　 実 験 結 果

　（1 ）　数種 Prunus 属種子 の Disc 電気 泳 動 〔Fig．1− L　II）．

　泳動縁 は 写真 （工）の 如 くで ，こ れ を模式図化 して 皿 に band の 現 わ れ る 部位を 示 し た ．

　A ．ア ン ズ ： a〜f の 部位 に 7 本 の band が現われた．　 b が 最 も強く染色 さ れ ，以 ドd，　a の 順 で c，　e，　f　lよ弱く

染色され た．

　 B ．ウ メ ：5 本 の band が c を除 くす べ て の 部位 に 1本ずつ 現 わ れ、た．

　C ．モ モ ： a ，b，　d，　f に 各 1 本，　 c に 2 本の 計 6 本 の band が現 わ れ た．し か し b は 11− C に 示 し た よ うな 4 本 の

band の 集合体 で あ っ た．

　D ．ユ ス ラ ウ メ ニ a に 2 本，b に 濃 ・淡 各 1 本 ，⊂，d に 各 1 本，　 e に 2 本，　 f に 1 本が 現 わ れ た ほ か，　 d と e の 中

間部位 に も うす い band が 認 め ら れ た ．

　 E ，ニ ワ ウ メ ： a，b，　d，　f に各 1 本，　 e に 3 本 の band が現 わ tl，そ れ以 外 に d と e の 中間 部 位 に うす い band が

認 め ら れ た ，

　 F ，ソ メ イ ヨ シ ノ ： a に 2 本，b に 濃
・
淡各 1 本 ，　 d，　e ，　f に 各 1 本，　 d と e の 中間部 位 に 1 本の band が 認 め ら

れ た，

　 G ，ヤ マ ザ ク ラ ： a に 2 本，b に 濃 ・淡各 1 本，　 e に 3 本，　 f に 1 本，それ に d と e の 中間 部 位 に うすい band が

認 め られ た ．

　 H ，ダ イ ズ ： い ずれ の Prttnus 属種子 の 像 に 柔｝類似 しない 像 を 与え た ．

　 （2 ） 未熟種チ の Disc 電気泳動 （Fig・2）．

　 1．ア ン ズ で は （A ）6 月 7 日 採取 品 は c を除 く全 て の 部位 に band が 見 ら れ た，（B ）6 月 22 口採取品お よ び （C ）

7 月 4 日採集 品 （完熟） で は a〜f ま で の すべ て の 部位 に band が 見 ら れ た ，　 e は い ：】，（B ），（C ）い ず オτ の 場 合も 2

本 で あ っ た ．

　 ll．ウ メ で は （A ），（B ），（C ）の い ず れ もほ ぼ ［司じ像 を 示 し，　a ，　b，　d，　e，　f に 各 1 本 の band が 見られ た・ cec 　band

が現わ れ る も の は な か っ た ．

　 ＊　使用機器 ： ミ ツ ミ科 学 産 業 K ．K ．製 DISK ’
黽気 泳 動 装 置，定 電 1．E定 竃 流 装 置．

（79 ）
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　（3 ）　ア ン ズ の 在来種の Disc 電気泳動 （Fig，3− II）．

　エ7 種 （1，1〜17）を 泳動 させ た が， e 以外 は すべ て 同 様 の 泳動像を 示 し た ．す なわ ち，　 A ： e の band が 2 本で

その 位置が 近 い もの ，B ： こ の 2 本 の band が A に 比 べ 離れ て い て 陰極側の band の 方 が よ り強 く染色 さ れ る も

の ，C ： 逆 に 陽極側 の band の 方が よ り強 く染色 され る もの ，　 D 二 band が 3 本 の もの ，と以．L泳動像 か ら 4 型 に 分

：ナられた ，

　（4 ）　ア ン ズ の 園芸 品種 の 1〕isc 電気泳動 （Fig．3− III）．

　園芸 品 種 20 種 を 泳 動 させ る と，鏡台丸 ： E は A と，広島大実 ・凵味 大杏 ・小杏 ・
宮坂 ・

小笠原 ・消水号 の 各種 ：

F は B と，ま た 広 島小杏
・
置賜 ・晩生大実 ・餅杏 ・

昭和 の 各種 ： G は D と 同 じ像を 示 した ．新潟 大 実 ： II と 平 和号 ：

1 は d が 2 本 の band の 集合体 で あ り，新潟 大実は e が 2 本 で 平和 号 は 3本 で あ っ た．ま た 早生 大 実 二 Jは c が 2

本 ， e が 3 本 の band で あ一
， た ．チ ル ト ン ・ム ア ーパ ー一

ク ・ブ レ ン ハ イ ム ・ロ ー
ヤ ル の 外国系品種 ： K は ほ ぼ 同

一
．の 泳動像を 示 し， c が 他の もの に 比べ や や太 い band で e は 2 本 で あ っ た，営城子 ： L は c が 太 く d と ほ ぼ 同 じ強
さ に 染色 され e は 2 本 で 、中国産甜沓仁 ： M と ほ ぼ 同

一
の 泳動 豫 を 示 した．

考 察

1） 筆者らの 実験蝋 み た P 一 嘱 の 種 刊 い ず れ も ・ ，b，・，　d ，・，　f の 部伽 ・ band の 現 i。 れ る共 通 の 繭 像
を 示 し ダ イ ズ が全 く類似 し な い 泳動像を示 した こ とは ，泳動豫 の 類似性 が こ れ ら植物間 の 近縁性 を 示 す 尺 度 と して

利用 で きる こ とを示 し て い る （Fig．1）．

）2 ア ン ズ は 植物学 的 に ウ メ に 最 も近縁 で あ る と い わ れ，泳動像も ウ メ に 最 も似て い る ．すなお ち，ア ン ズ の 縁 は

ウ メ の 像へ c お よび e の 位置 に band を加 え た も の で あ る （Fig．1− II，　 A お よび B）．
3）

4）

と い う点 で 類 似 して い る ．

ウ メ 艶 し ろ サ ク ラ 類 （
’
・ ・ イ ・ シ ・ ・ヤ マ ザ ク ラ ） に 近 い 像 で 扇 （Fig ．・− II，　D ，　E ，　F 組 び G ），

5〕 ア ン ズ の 褓 種 17 種 は 果実鍼 熟期に 嗹 子 は い 臓 も鷙 し て ，生 薬 1
一
杏 L と 勧 得 る もの で ，、 れ ら

1こ お し’て も種 子 と石 核 駢 形 ｝・ a・Sか 励 唖 異硯 ら 2・…7・ （Fig・3−−1）．しか し膕 像で は ほ ぼ 麺 ｝．分 類 で き，、＿
5 は A ・6 は B，7 お よ び 8 は C・9− ・7・ C・t・D の 髄 示 した・こ 輔 の み カ・ら 11／U断す繊 飫 勧 で 嚇 動像 と 種
子 お よ び 石 核 の 外形 と は直接的関係は ない ．

6） ア ン ズ の 職 ・糲 の 多 くの もの 1・：果実成熟期に 齷 子が や 蛛 熟 で 諜 薬 厂杏 仁一1 の 商趾 は な り翫 、、もの

が 多 い が，こ れ ら もま た ア ン ズ の 基本泳動 像 を 示 し，赫種改良 な ど の な され た 結果品種間 に 若rFの 変異 が見 られ る ，
た 膕 灘 種 叨 ち で 脹 騾 で 醂 発 生 的 に で き嶺 創 ・が 在来鰍 同 じ膕 像 を 示 し た ・ と は 歟 深 い （Fi。．3・− IIエ），

　
7） 外国系品種は す べ て イ「来種 と J七べ c

−band が 太 い こ と を特 徴 と し，系統が 異な る こ と を類推 させ る （Fig．3−
111，K ），

8） 飄 子 は ア ン ズ の 齢 鞭 の つ に あげ られ て い る a・S，　 g 者 ら 衂 析 （未発 表 ） に よ れ 購 齪 糖鱈 量 砂
な い こ とがわ か り，さら に 本研究 の 結果 か ら 従 来わ が 国に 存在しな い と い わ れて い た甜奔仁 の 原 植物 に 近 い もの で あ
る こ と が 推察 さ れ る （Fig、3− HI，　L お よ び M ），

モ モ は b が 4木の 集合体 で あ り，ア ン ズ，ウ メ と は 容 易 に 区別が つ け られ る （Fig．1− IJ，　c ），
ユ ス ラ ウ メ ，ニ ワ ウ メ は 前三 者 よ り複雑 な 泳 動 像 を 示 し，両 著 は d と e の 中 間 部位 に うす い band が 見 ら れ る

　　　　　　　　　し か し a お よ び b の 部位を 見 れ ば ニ ワ ウ メ で は ア ソ ズ 、ウ メ に 近 い 像 で あ る が ，ユ ス ラ

結 論

以 Eの 実験 結 果 か ら・P − ・嘱 鰍 の 鼾 た 献 慣 の Disc 電気泳購 埴 ・特 黜 で 踵 子 の 蝋 懺 。 績
と ん ど 影響 され な い こ と 醐 らか と t・… た ・さ ら に ア ・ ズ 略 園芸 品 種間 に お い て も膕 雛 多少 の 変化 睨 瞬 、る

が ．ア ン ズ と して の 特徴 は 保持され て い る こ と が わ か ’
， た．

した が ’
・　

’
c1
　
Dis喧 気緻 灘 P ・・欄 属翻 唳 同噸 繃 係蜘 計 で ｛、翻 で 凱 こ 妨 種噸 生薬の

同定 ・鑑 別 に 十 分応用 で き る もの で あ る こ と を知 ・．た ，

謝 辞 本 聯 こ 献 唖 拗 言を L・た だ い た 赧 附 備 物賑 麓凋 1氏 踵 子 鶏 ・ 1鋤 い た だ い た 長 塁鞭 肺
森中村瓢 多 くの 槲 を 融 勘 矧 ミ者腑 立働 園，　

−
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